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中学校及び高等学校外国語科において 

生徒の学習意欲を高める教師の手立ての提案 
 

研究開発課 指導主事 田中 京子   

 

【要旨】 文部科学省令和4年度英語教育実施状況調査概要によると，中学校及び高等学校の

生徒の英語力向上に影響を与えているものの中に，「生徒の言語活動の割合」及び「英語教

師の英語力や発話の割合」が挙げられており，「生徒の英語による言語活動を増やすこと，

言語活動の取組でICTやALTを効果的に活用すること，教師が英語力を高め授業で積極的に

英語を使用することなどが，生徒の英語力の向上に必要」と分析されている。本稿では教師

の積極的な英語使用に焦点を当て，中学校及び高等学校外国語科において生徒の学習意欲を

高める教師の手立てを提案する。 

 

【キーワード】 教師の英語使用，学習意欲，Instruction Checking Questions， 

        Think-Pair-Share，Concept Checking Questions，フィードバック 

  

  

１ はじめに 

 文部科学省令和 4 年度英語教育実施状況調

査概要において，生徒の英語力向上に影響を

与えているものの中に，「生徒の言語活動の

割合」と「英語教師の英語力や発話の割合」

が挙げられており，「CEFR B1（英検２級）

レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合

が高い高等学校では，ICT を活用した言語活

動や ALT による授業外の活動を行っている

学校が高い割合でみられた。」（※１）と示

されている。そして，「生徒の英語による言

語活動を増やすこと，言語活動の取組で ICT

や ALT を効果的に活用すること，教師が英

語力を高め授業で積極的に英語を使用するこ

となどが，生徒の英語力の向上に必要」（※

２）と分析している。このように生徒の英語

力向上には複数の手立てがあるが，本稿では

教師の積極的な英語使用に焦点を当てること

とした。 

 教師の積極的な英語使用は，授業で扱う内

容に関わらず全ての英語の授業において共通

する教師の態度である。中学校学習指導要領

外国語科（平成 29 年告示）（以下，中学校

学習指導要領と略記）及び高等学校学習指導

要領外国語科（平成 30 年告示）（以下，高

等学校学習指導要領と略記）において，「授

業を実際のコミュニケーションの場面とする

ため，授業は英語で行うことを基本とする。」

（※３）（※４）と明記されている。しかし，

同調査によると，教師の英語使用状況につい

て英語担当教師の発話の半分以上が英語であ

る割合は，中学校では 74.4％，高等学校で

は，英語教育を主とする学科及び国際関係に

関する学科では 81.1％であったものの，普

通科では 47.0％，その他の専門学科及び総

合学科では 40.8％であり，全体では 46.1％

にとどまっている（※５）。この結果を受け，

中学校及び高等学校外国語科における教師の

英語使用状況を改善し，教師が積極的，効果

的に英語を使用することで授業が実際のコミ

ュニケーションの場となる手立てについて考

察するとともに，この考察を基に，教師が取

り組む手立てを動画にまとめることとした。 

 

２ 教師の英語使用状況を改善するための手

立てを考えるに当たって 

 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説

外国語編（以下，中学校解説と略記）（※

６）及び高等学校学習指導要領（平成30年告

示）解説外国語編（以下，高等学校解説と略

記）（※７）において指摘されているよう

に，生徒が日常生活で英語に触れる機会は非

常に限られている。しかし，白井（2012）

は，「教師も生徒も英語を基本的コミュニケ

ーションの手段として使うことにより，頭の

中で英語がactivate（活性化）されるという

状況を作っていかなければ，いつまでたって

も使える英語は身に付かない」（※８）と述
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べている。このことから，授業中に教師が

英語を使用するだけでなく，教師の英語使

用を受け，生徒がそれまでに学んだ英語の

知識や技能を使って思考・判断・表現した

り，生徒同士が英語を使用したりする機会

を多く設定することが必要である。その

際，中学校学習指導要領及び高等学校学習

指導要領にあるように，教師の英語使用が

「生徒の理解の程度に応じた英語を用いる

ようにすること」（※９）（※10）（注１）

や，ブリティッシュ・カウンシルが指摘す

るように，教師が話す英語の質に意識が向

けられることは重要である（※11）。 

 また，平成28年12月21日公表の中央教育

審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等の改

善及び必要な方策等について（答申）」に

おいて，「指導改善による成果が認められ

るものの，学年が上がるにつれて児童生徒

の学習意欲に課題が生じるといった状況」

（※ 12）が指摘された。しかし，Dörnyei

（2001）によると，「ほとんどの場合，十

分な動機づけを有する学習者は，言語適性

やその他の認知特性に関係なく，第二言語

の実用的な知識を習得できる」（※13）と

し，Gardner（ 1985）も言語学習におい

て，「教師がその言語に堪能で生徒の気持

ちに寄り添い，教授法が興味深く有益なも

のであれば，生徒の学びに対する最初の姿

勢が肯定的か否定的かに関係なく，肯定的

な姿勢につながる可能性がある」（※14）

としていることから，教師は生徒の心理的

側面を意識した学習意欲を高める働きかけ

を生徒に行うことが大切であり，このよう

な働きかけを生徒に行うことで学習意欲の

向上やそれに伴った英語力向上も期待でき

る。 

 

３ 外国語を学ぶ上での心理的側面に着目

する 

 生徒の学習意欲が向上するためには，マ

ーサー・ドルニェイ（2020）が挙げる次の

促進的マインドセットのための５つの原則

を生徒に育むことが有効であるとしている

（※ 15）。その原則について一部説明す

る。 

 

①有能感を高める 

 学習者自身が「やればできる」という信念

を持つことであり，学習者が自分の努力で獲

得した成功体験を得ることが有能感を高める

ために最も効果的な方法であるとしている

（※16）。 

②成長マインドセットを育む 

 成 長 マ イ ン ド セ ッ ト と は ， Dweck

（2017）による「人の基本的な資質とは，自

身の努力，ストラテジー，そして他人からの

助けによって養うことができるものであると

いう信念」（※17）である。マインドセット

を育てるためには，こどもたちが用いた一連

の過程，つまりストラテジーや努力，決断に

焦点を当てて褒めることである（※18）。 

③学習者の当事者意識と自己統制感を高める 

 人は何かを所有しているとき，その所有物

に対して強い感情を持つ傾向があるため，そ

の対象に対しての行動なども大きく変化する

（※19）。言語教育に関しても，教師は学習

者が自分の学びや学んでいる言語自体に対し

て当事者意識をもつことを望んでいるとマー

サー・ドルニェイ（2020）は述べている（※

20）。 

④積極性を育てる 

 積極的な学習者の特徴を次に示す（※21）。 

 この積極性は単なる性格的特徴ではなく，

環境次第であり，自分が支持されていると感

じることや安心感は，人が積極的であるため

には必須であるとしている（※22）。 

⑤粘り強さを育てる 

 外国語の習得には時間を要し，教師は学習

者がこの長期戦に耐えることができる準備を

促進的マインドセットのための５つの原則 

①有能感を高める 

②成長マインドセットを育む 

③学習者の当事者意識と自己統制感を高める 

④積極性を育てる 

⑤粘り強さを育てる 

積極的な学習者の特徴 

⚫ 常に関心を持っている傾向がある 

⚫ 学びに対してオープンである傾向がある 

⚫ 率先して発言する傾向がある 

⚫ 他人との関係を意欲的に築く傾向がある 

⚫ 自ら行動を起こす 

⚫ 自己統制する 

⚫ 物事を実現させていく 
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させなければならない（※23）。マーサー・

ドルニェイ（ 2020）は，ダックワース

（2016）によってグリット（grit・粘り強

さ）という概念と教育におけるその価値が広

く知られることとなり，このグリットが言語

学習において育まれる必要があると述べてい

る（※24）。ダックワース（2016）は，才

能，努力，スキル，達成についての方程式を

示している（※25）（図１）。 

 

図１ 才能，努力，スキル，達成についての方程式 
 
 この方程式は，「努力」によって「スキ

ル」が培われ，「努力」によってスキルが生

産的になることを表している（※26）。ま

た，粘り強さは伸ばすことができ，親や教師

など，周りの人々が粘り強さを伸ばすために

重要な役割を果たすとしている（※27）。 

これら５つの原則は互いに関連し合ってい

るとマーサー・ドルニェイ（2020）は述べて

いる（※28）。 

 また，これまで述べてきた５つの原則は生

徒に育み，高めたい点であるが，教師は生徒

との信頼関係を築くことや生徒が安心して授

業に臨んだり，英語の学習を進めたりするこ

とができる環境を確保することも必要である。 

ハッティ・イエーツ（2020）は，生徒は改

善点を知りたいのであって，個人的に傷つけ

られるように感じる批判は望んでおらず，批

判される環境に対して敏感であると述べてい

る（※29）。また，Dörnyei（2001）も，10

代の学習者について論じる中で，「生徒たち

は目的やアイデンティティを探し求める中で，

もし言語教室が，自尊心が守られ，自信を得

ることができる安全な場所であると実感する

ことができれば，非常に前向きな態度で反応

する可能性がある。」（※30）と述べ，成功

体験を提供すること，学習者を励ますこと，

言語不安を軽減すること，そして学習ストラ

テジーを教えることが，学習者に必要な自信

をつけさせるために教師ができることである

としている（※31）。 

上記の５つの原則を英語の授業で生徒に育

み高め，また，生徒が安心して授業に臨んだ

り，英語の学習を進める環境を確保したりす

ることができる場面を次のように考察した。 

例えば，教師が生徒の理解の程度に応じた

英語を選択し使用する機会を多くもつこと

で，生徒が「わかった」と実感する機会も増

え，生徒の有能感を高めることにつながり得

る。このとき，教師の英語使用において，発

話量という点だけでなく，話し方，スピード

などにも配慮が必要であるとともに，ジェス

チャーや視覚的な支援も有効に働くであろ

う。生徒の成長マインドセットや積極性を育

み，当事者意識と自己統制感を高めるため

に，生徒に与えるフィードバックを工夫した

い。フィードバックが効果的になるために

は，教師は日頃から生徒をよく観察し，生徒

と対話することで生徒の学びを把握すること

が必要である。フィードバックの内容は様々

あるが，例えば，今後さらに良くなるための

改善点を伝えることが考えられる。フィード

バックで生徒に改善点を伝えるということ

は，生徒が学びをコントロールする方法を知

ることになり，当事者意識につながる。ま

た，教師から改善点について言及するだけで

なく，生徒自身が改善点を考えることを促せ

ば，当事者意識をより高めることに結び付

く。併せて，生徒のそれまでの工夫や努力に

ついて言及することも生徒の成長マインドセ

ットを育てるために忘れてはならない。そし

て，Dörnyei（2001）は，「信頼しているこ

とや励ましを伝えることで，フィードバック

は生徒に肯定的な自己概念や自信を促すこと

ができる。」（※32）と述べていることから

も，信頼の気持ちや励ましもフィードバック

に加えたい。このような教師からのフィード

バックを生徒に提供することができれば，生

徒は教師に支持されていると感じることがで

き，生徒の積極性が育まれることにつなが

る。 

 

４ 生徒が学習意欲を高め，授業で英語を活

用するためのテクニック 

 教師は，外国語を学ぶ上での心理的側面を

考慮し，生徒の学習意欲を高めるとともに，

授業を実際のコミュニケーションの場とする

必要がある。その方法として，次の３つのテ

クニックが有効である。 

⚫ Instruction Checking Questions (ICQs) 
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⚫ Concept Checking Questions (CCQs) 

⚫ Think-Pair-Share 

 ブリティッシュ・カウンシルによると，

Instruction Checking Questions （以下，

ICQsと略記）とは，ポイントを絞った簡潔

な質問（What’s the first～?，How many～?

など）を指示や説明の後に行い，重要な点を

確認する方法であり，ICQsを活用すること

により，教師は生徒の理解度合いを確認でき

るだけでなく，英語を使い続けることもでき

るとしている。また，Concept Checking 

Questions（以下，CCQsと略記）はICQsと

似たもので，内容面を理解しているかどうか

を確認するための質問である（※33）。ICQs

やCCQsを活用することは，耳に入って来る

英語やそのやり取りがリアルタイムで思考，

判断，表現する機会となる。ここで教師が生

徒の理解の程度に応じた英語を用いること

で，生徒の「わかった」という実感や有能感

につながることが期待される。 

 Anderson（2016）は，Think-Pair-Share

を次のように説明している。 

クラス全体の指導において，読解やリスニ

ングの文章の理解や新しい語彙や文法の概念

の理解を確認する際に役立つ可能性がある。

手順は教師が生徒に質問を投げかけた後，生

徒は数秒間静かに考え，次に，ペアで質問に

対する解答を話し合う。その後，教師はクラ

ス全体と解答を共有するために生徒を選ぶ。

このストラテジーにより，「待ち時間」を与

え，生徒が答える前にアイディアを考えさせ

たりペアの相手と比較させたりすることにな

る。この「待ち時間」により，英語に苦手意

識のある生徒の解答しようとする意欲や正し

い解答に近づく可能性も高まることが期待さ

れ，英語で話し合うことを促せば，スピーキ

ングの練習にもなる（※34）。 

このことから，教師が英語で質問し，生徒

が英語で答える場合，Think-Pair-Shareを

活用することで，一人の生徒が答えるよりも

多くの生徒が英語で答える機会となる。その

ため，生徒が英語を使う機会を増やすため

に，教師が意図的にThink-Pair-Shareを活

用することが望まれる。また，授業を進めて

いく上でも，ペアでの話し合い中に生徒の様

子を観察することで，生徒がどれくらい質問

や課題を理解しているかを確かめたり，共有

場面で参考になる意見などを拾い上げたりす

ることができ，その後の授業展開にも有益で

ある。 

 

５ 中学校及び高等学校外国語科の授業にお

いて，生徒の学習意欲を高めるための手立

てを紹介する動画 

今回，中学校及び高等学校外国語科教員を

対象とし，これまで述べてきた心理的側面に

配慮することや学習意欲を高めるテクニック

を取り入れた，教師が取り組む手立てを提案

する動画を作成し，和歌山県教育センター学

びの丘ウェブページ上で公開することにし

た。内容は次のとおりである。 

（１）Planning English Use 

（２）Instruction Checking Questions  

(ICQs) 

（３）Think-Pair-Share 

（４）Concept Checking Questions 

 (CCQs) 

（５）Feedback 

(１)Planning English Use 

このテーマでは，日本人教師（以下，JTE

と略記）のみの場面と，JTEと外国語指導助

手（以下，ALTと略記）がともに授業を行う

場面を設定した。 

JTEのみの例は，JTEが授業がクラスルー

ムイングリッシュを使用している場面であ

る。中学校及び高等学校解説において，「英

語に触れる機会」と「実際のコミュニケーシ

ョンの場面」であることを趣旨とした授業展

開であれば，日本語を必要に応じて補助的に

使うことも考えられるとある（※ 35）（※

36）。一方，高等学校解説では，生徒の苦手

意識を減らそうとし過ぎ，教師が英語で発話

した直後に日本語の意味を付け加えるなど，

日本語を安易に使ってしまうことは，かえっ

て生徒から英語に触れる機会や実際のコミュ

ニケーションの場面を奪い，英語に対する苦

手意識から抜け出すことができなくなり，自

律的な学習者としての成長を阻害する原因と

なる可能性があることに十分留意する必要が

あるとも述べられている（※37）。このこと

から，２つの場面を設定した。１つ目の場面

は教師が英語での発話の直後に日本語で説明

する様子を，２つ目の場面は自然なスピード

で簡潔な英語の指示を行っている様子を例と

して挙げ，併せて教師の英語使用が充実する

ためのアイディアを提示した。 
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JTEとALTとの場面では，ティーム・ティ

ーチング（以下，TTと略記）がスムーズに

行われている場面とそうでない場面を取り上

げた。これは，小学校外国語活動・外国語研

修ガイドブックにおいて，「ティーム・ティ

ーチングの成否は，綿密な打ち合わせの有無

によることが多く，限られた時間の中で効果

的に行うことが望まれる。」（※38）とある

ことによる。授業の打ち合せを行うことは小

学校に限ったことでなく，どの校種において

も重要である。事前に打ち合せを行っておく

ことは，JTEとALTが授業のねらいや流れを

共通理解しておくことはもちろんのこと，授

業中のお互いの役割や英語での指示などを予

め確認したり，整理したりしておくことで，

TTをスムーズに進めることが促進され，生

徒にとっても授業の流れや内容が理解しやす

いものとなり，生徒の「わかった」という実

感や授業に安心して臨むことにつながる。今

回の動画では，対面で打ち合わせをしている

様子を例示している（図２）が，上記ガイド

ブックでは，指導案の英語版を事前にメール

で送付することも一案として紹介されている

（※39）。 

 

図２ Planning English Useの画面（一部） 
 

(２)Instruction Checking Questions (ICQs) 

 このテーマでは，ICQsの説明に加え，い

くつかの例を提示した。例えば，「Let’s 

make a pair.」という指示に対して，「Will 

you work alone or in pairs?」と尋ねること

で，指示された英語の内容を英語で理解する

ことを促し，in pairsなどの応答を確認する

ことで，教師は英語での指示が本当に理解さ

れているのかを確認するとともに，生徒との

やり取りを英語で行うことができることを示

している。この他にも，教師の指示に対して

what，how many，whoなどを使った質問を

することで，指示や説明の内容について生徒

とやり取りする例（図３）も挙げている。 

 

図３ Instruction Checking Questions (ICQs) 

  の画面（一部） 
 
(３)Think-Pair-Share 

 このテーマでは，Think-Pair-Shareの説

明の後，TTでThink-Pair-Shareを活用して

いる場面を示した。動画では，ALTが母国で

の夏の食べ物やスポーツについて説明した

後，JTEが日本の夏の果物の種類について，

まずは設定した時間で個人思考し，その後，

ペアで話し合うことを指示している。そし

て，最後にクラス全体で共有している。ま

た，Think-Pair-Shareの方法だけでなく，

その効果についても言及した（図４）。 

 

図４ Think-Pair-Shareの画面（一部） 
 
(４)Concept Checking Questions (CCQs) 

×このテーマでは，CCQsの説明と４つの例

を提示した。例えば，「well-known」とい

う 語 の 意 味 を 確 認 す る 場 合 ， 「 well-

known」という語を示した上で，「Do we 

use it (well-known) for people who are 

famous?」「Do we use it for people who are 

not popular?」「Do we use it for things that 

are known by many people?」などの質問を

投げかけている。これは，「well-known」

という語がどのような人々に対して使われる

語であるかという視点の質問をすることで，

日本語での訳に頼らずに語の意味を確認して

いる（図５）。 
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図５ Concept Checking Questions (CCQs) 

   の画面（一部） 
 
(５)Feedback 

Dörnyei（2001）は，「成績を除いて生徒

の学習行動の中で変化をもたらす最も顕著な

役割を果たすものが，教師が授業中や書面で

生徒に与えるフィードバックである。」（※

40）と述べている。このことから，本テーマ

でも授業中と書面でのフィードバックを例と

して取り上げた。フィードバックが効果的な

ものになるように，その重要性と信頼の気持

ちを生徒に伝え，褒めることや改善点につい

てアドバイスすること（図６），授業中にフ

ィードバックを行うためにモニタリングする

ことなどを具体策として示した。 

 
図６ Feedbackの画面（一部） 

 
５ 活用と今後の展望 

今回作成した外国語教育の動画コンテンツ

は，当センターウェブページ上でアクセスす

ることができる（注２）。本動画コンテンツ

の活用に当たっては，個人の学びだけでな

く，校内研修の補助教材として活用すること

も可能である。また，本動画は中学校及び高

等学校外国語科教員に向けて作成したもので

はあるが，他教科においても学習意欲を高め

る手立てとして活用が可能であるため，教科

を問わず活用されることを期待したい。 

今後も，当センターにおいて，生徒の外国

語学習への動機づけを高めるための手立てを

動画にまとめ，外国語科教員の教育活動を支

援し，生徒の英語力向上に寄与したい。 

 

＜注 釈＞ 

注１ 中学校解説によると，「生徒の理解の程度に

応じた英語を用いるようにする」ことについ

て，次のように述べられている。 

 教師の英語使用に当たっては，挨拶や

指示を英語で伝える教室英語を使用する

だけでなく，説明や発問，課題の提示な

どを生徒の分かる英語で話し掛けること

が必要である。また，発話の速度や明瞭

さを調整するとともに，使う語句や文な

どをより平易なもので言い直したり，繰

り返したり具体的な例を提示したりする

などの工夫をする必要がある。さらに，

既習の言語材料を用いながら教科書の内

容を説明したり生徒とのやり取りを行っ

たりすることで，教師の使用する英語は

生徒にとって効果的なインプットとな

る。 

また，高等学校解説では，「生徒の理解の程

度に応じた英語を用いるようにする」ことに

ついて，次のように述べられている。 

 教師の英語使用に当たり，挨拶や指示

を英語で伝える教室英語を使用するだけ

ではなく，説明や発問，課題の提示など

を生徒の分かる英語で話し掛けることか

ら始め，徐々に新出の語彙なども入れて

いくような段階を踏みながら，授業全体

が実際のコミュニケーションの場となる

ようにすることが必要であり，教師がた

だ英語を使って授業を行えばよいという

ことではないことに注意が必要である。

さらに，既習の言語材料を用いながら教

科書の内容を説明したり生徒とのやり取

りを行ったりすることで，教師の使用す

る英語は生徒にとって効果的なインプッ

トとなる。 

注２ 和歌山県教育センター学びの丘ウェブページ

には，外国語教育に関するコンテンツを掲載

している。http://www.manabi.wakayama-c.e

d.jp/gaikokugo/gaikokugo.html 
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